
R6年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

国語

継続的な漢字練習や文章の型の例示は、児童の自主的
な学習態度や、事実と考えを区別して記述する能力の
向上につながった。一方で、作文指導における語彙力
強化の必要性も明らかになった。

計画的な漢字学習や読解力は向上しているが、語彙
力、文法知識、そして自分の考えを的確に言語化する
能力には個人差が大きい。

言葉の「知る→使う→振り返る」というサイクルを意
識した指導を徹底する。また、既習事項をいつでも確
認できる掲示物を用意し、児童が興味をもつ題材を通
じて表現活動を活性化させる。

算数

ICTの活用は児童の興味を引き出すうえで効果的だっ
たが、計算課題では個々のレベルに応じた選択が難し
いという問題点も見られた。ノートのまとめ方や説明
能力の二極化も顕著で、アウトプットの機会が求めら
れる。

基本的な計算力は定着しているものの、単元によって
理解度にばらつきがあり、論理的な表現力に課題が見
られる。自己肯定感の低さも学習態度に影響してい
る。

ペアやグループでの学習を積極的に取り入れ、児童が
主体的に意見交換できる場を増やす。毎時間、学習内
容を整理し定着させるための振り返りを実施する。

社会

児童自身の興味に基づいた調査活動は、主体的な学習
態度を育んだ。表やグラフの活用はできるようになっ
たが、それらを比較・関連付けて深く考察していく力
は今後の課題である

教科書や学習用タブレット端末を活用して知識を習得
しているが、児童個々の興味や知識レベルに応じた指
導が不十分で、意欲や定着度に差が生じている。授業
時数の確保も課題となっている。

毎時間の振り返りを通じて、児童が自らの学びを調整
する力を養う。発問を精査し、協働的な学習場面を意
図的に設けることで、個々の進度を調整し思考力を育
む。

理科

実験結果から必要な情報を読み取り、比較・関連付け
る力は向上した。しかし、その結果から科学的な考察
や推論を展開する思考力を十分に養うまでには至って
いない。

単元ごとの基礎知識の習得率の差が大きい。実験結果
の読み取りはできるものの、それをもとに考察・推論
する力には課題が見られる。

日常生活との関連を重視し、児童自身が予想や仮説を
立てる場面を設ける。観察や話し合いの時間を十分に
確保し、発表の機会を通じて相互理解を深め、主体的
な問題解決能力を育成する。

音楽

児童の能力に応じたコース選択は概ね機能したが、一
部の児童は自身の技能レベルを正確に把握することに
課題が見られた。ペアやグループ活動は、他者の音を
聴きながら演奏する姿勢を育んだ。

多くの児童が音楽活動を楽しんでいる一方、思春期や
変声期の影響で歌唱に抵抗を感じる児童もいる。器楽
では、知識や技能を活かした表現の工夫に課題が見ら
れる。

児童が安心して声を出せるようなグループ編成を行う
など、環境を整える。器楽では、既習事項を振り返る
場面を設定し、表現の基礎となる知識の定着を図る。

家庭科

実生活との関連付けを意識した授業は、家庭での実践
意欲を高めるうえで効果的だった。グループでの実習
では、互いに協力し合う良好な姿が見られた。

裁縫や調理などの実習には意欲的だが、過去の学習経
験を応用する力や、作品制作における独創的な発想力
には大きな個人差がある。

学校行事などと関連させ、学習内容を身近に感じさせ
る工夫を行う。手本となる事例を多く紹介し、基本的
な技能を動画などで分かりやすく伝え、ものづくりの
楽しさを実感させる。

図画工作

過去の経験を活かして制作に取り組む児童が増えた
が、技能や理解力には個人差が見られるため、手本と
なる教材のさらなる充実が必要である。

意欲的に活動する児童がいる一方、制作活動への意欲
が低く、作品の質が深まらない児童もいる。発想力に
も差があり、参考作品の模倣に留まるケースも見られ
る。

導入や参考作品の提示方法を工夫し、全児童の興味を
引き出す。制作の見通しをもたせ、中学校での学習も
見据えた題材設定で、児童の自信と応用力を育む。

生活

体育

学習の振り返りを通じて新たな目標をもつ姿勢が育
ち、ICT機器の活用で運動のポイントを意識できるよ
うになった。音楽を活用したタイムマネジメントも運
動量の確保につながった。

多くの児童が自己の課題を見付けて運動に取り組める
が、漠然と活動している児童との間で学習効果に大き
な差が出ている。技術は高いが思考が伴わない児童へ
の働きかけも必要である。

学習カードの形式を全単元で統一し、振り返りの視点
を明確にする。学習用タブレット端末で撮影した映像
を提出させることで、教師が個々の状況を正確に把握
し、的確な助言を行えるようにする。

外国語

会話やチャンツの反復練習は、外国語への心理的な
ハードルを下げるのに有効だった。しかし、表現が定
型的になりがちで、応用力や実践的な会話活動には課
題が残る。

歌やゲームを通じて英語に親しんでいるが、主体的な
コミュニケーション態度、知識・技能の確実な定着、
そしてアルファベットの正確な筆記能力に課題があ
る。

ALTとの授業では実践的なコミュニケーションを、担
任の授業では学習の意義を扱うなど役割を分担する。
ゲームなどを通じて楽しみながら表現力を身に付ける
機会を増やす。

道徳

道徳で学んだ価値を日常生活の場面で指導することは
できたが、それが児童の道徳的実践力の育成につな
がったかどうかの検証は今後の課題である。多様な考
えに触れる機会は確保できた。

話し合いを通して多様な考えに気付くことはできてい
るが、学んだ価値観を自分事として捉え、実生活に活
かそうとする意欲が低い。

書き溜めたワークシートを活用し、自身の成長を振り
返る機会を設ける。道徳の時間だけでなく、他教科や
特別活動の中でも道徳的価値を実践する場面をつく
り、実践力を養う。
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